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Ｎ
Ｃ
Ｄ
へ
の
対
応
の
遅
れ

本
年
一
月
よ
り
、
Ｎ
Ｃ
Ｄ
（

）
の
運
用
が
開
始
さ
れ

た
。
二
か
月
半
経
過
し
た
現
在
も
、
多
く
の

病
院
が
対
応
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
昨

年
九
月
の
Ｎ
Ｃ
Ｄ
試
行
調
査
時
と
比
較
し

て
、
本
格
運
用
さ
れ
た
項
目
数
は
大
き
く
増

加
し
た
。
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
対
応
困

難
で
あ
る
。

Ｎ
Ｃ
Ｄ
講
演
会

診
療
情
報
管
理
委
員
会
で
は
会
員
へ
の
Ｎ

Ｃ
Ｄ
の
周
知
徹
底
と
対
応
事
例
を
提
示
し
参

考
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
講
演
会
と
パ

ネ
ル
討
議
を
三
月
二
十
五
日
に
企
画
し
た
。

Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
概
要
を
東
京
大
学
心
臓
血
管
外
科

学
教
室
本
村

昇
講
師
に
講
演
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
練
馬
総
合
病
院
、
河
北
総
合
病
院
、

聖
路
加
国
際
病
院
の
医
師
及
び
デ
ー
タ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
が
現
状
を
報
告
し
た
。

診
療
情
報
管
理
委
員
会
の
下
に
、　

平
成
十
九
年
十
二
月
よ
り
、　
診
療
情

報
管
理
担
当
者
を
対
象
と
し
た
勉
強

会
を
開
催
し
、　
毎
月
の
分
科
会
活
動

と
年
数
回
の
全
体
勉
強
会
を
開
催
し

て
い
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｄ
講
演
会
は
全
体
会

の
一
環
で
あ
る
。

Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
概
要

日
本
外
科
学
会
・
日
本
消
化
器
外

科
学
会
な
ど
の
各
種
臨
床
学
会
の
基

金
に
よ
り
、
一
般
社
団
法
人

（
二

〇
一
〇

年
四
月
設
立
）
が
管
理
・

運
営
し
て
い
る
。

関
連
専
門
医
（
学
会
）

○
外
科
専
門
医
（
日
本
外
科
学
会
）

○

呼
吸
器
外
科
専
門
医
（
日
本
胸
部
外
科
学

会
、
日
本
呼
吸
器
外
科
学
会
）

○

消
化
器
外
科
専
門
医
（
消
化
器
外
科
領
域

は
、
以
下
の
学
会
が
「
消
化
器
外
科
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
関
連
学
会
協
議
会
」
を
組
織
す
る
）

・
日
本
消
化
器
外
科
学
会
・
日
本
肝
胆
嚢
外

科
学
会
・
日
本
食
道
学
会
・
日
本
胃
癌
学
会

・
大
腸
癌
研
究
会
・
日
本
肝
癌
研
究
会
・
日

本
膵
臓
学
会
・
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
・
日

本
腹
部
救
急
医
学
会

○
小
児
外
科
専
門
医
（
日
本
小
児
外
科
学
会
）

○

心
臓
血
管
外
科
専
門
医
（
日
本
胸
部
外
科

学
会
、
日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会
、
日
本
血

管
外
科
学
会
）

○

内
分
泌
・
甲
状
腺
外
科
専
門
医
（
日
本
内

分
泌
外
科
学
会
）

○
乳
腺
専
門
医
（
日
本
乳
癌
学
会
）

一
般
社
団
法
人
Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
考
え
方

一
般
社
団
法
人
Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
考
え
方
の
概
要

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
本
全
国
の
手
術
・
治
療
情
報
を
登
録

し
、
集
計
・
分
析
す
る
こ
と
で
医
療
の
質
の

向
上
に
役
立
て
、
治
療
成
績
の
改
善
を
目
指

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
手
術
を
行
っ
て

い
る
施
設
診
療
科
の
特
徴
、
医
療
水
準
の
評

価
、
適
正
な
外
科
専
門
医
の
配
置
、
手
術
後

の
予
後
、
手
術
予
定
患
者
の
死
亡
・
合
併
症

の
危
険
性
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。

診
療
科
、
施
設
、
地
域
、
全
国
そ
れ
ぞ
れ

の
段
階
で
医
療
の
水
準
、
術
前
の
リ
ス
ク
を

評
価
で
き
る
。
そ
の
情
報
を
用
い
て
患
者
や

家
族
に
提
示
で
き
る
。
専
門
医
制
度
の
あ
り

方
検
証
の
基
礎
資
料
と
な
る
。
臨
床
研
究
・

介
入
研
究
と
連
携
し
た
運
営
、
デ
ー
タ
登
録

の
一
元
化
、
デ
ー
タ
入
力
負
担
の
軽
減
も
期

Ｎ
Ｃ
Ｄ　（

）　
の

概
要
と
病
院
の
取
り
組
み

飯
田
　
修
平

（
診
療
情
報
管
理
委
員
会
　
委
員
長
・
練
馬
総
合
病
院
院
長
）

中
島
　
歩
美
（
診
療
情
報
管
理
勉
強
会
運
営
委
員

・
練
馬
総
合
病
院
医
療
情
報
管
理
室
主
任
）

理事会報告（3月）
平成2 3年度事業計画案および予算案が承認されました。定款第4 5条

の規定により、平成2 3年の事業計画および予算は本議決をもって成立

しました。

東北地方太平洋沖地震の被災者の方には心よりお見舞い申し上げま

す。協会としても、被災者への支援を行なうこととしました。具体的

な内容については、現地の要望に沿って、また、東京都医師会とも連

携・情報交換しつつ進めることとしています。これに対応するため、

2 3年度予算として、「東北地方太平洋沖地震支援活動費」1 2 0万円を計

上しました。

今回の災害での被災地の状況と現地での医療支援活動について、3月

1 2日、いち早く現地での医療支援を行って来た小泉常任理事より以下

の報告がありました。

◇携帯電話を含む通信網が完全に破綻しており、外部との連絡、情

報収集ができなかった。◇津波での死者が多く、2 4時間以内の死亡が

ほとんどと見受けられた。このため緊急医療対応は少なかった。そし

て水が無かった。食糧が少なく、毛布を含む防寒具が少なかった。◇

救護所では高齢者が多く、自宅・診療所が流されたため薬が持参出来

ず不安を抱える人が見られた。また、いわき市医師会は被ばく者への

対応を始めており、福島県の「いわき市安定ヨウ素剤取扱いマニュア

ル」を紹介した。◇今後の支援策として死体検案、避難所・救護所で

の急病への対応、P T S Dへの対応、医薬品の提供などが必要になるも

のと思われた。

ＮＣＤの概要
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待
で
き
る
。
今
後
は
、
本
事
業
の
登
録
症
例

の
み
を
用
い
て
、
専
門
医
の
申
請
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

し　
か　
し　
、　
一　
般　
社　
団　
法　
人　
Ｎ　
Ｃ　
Ｄ　
と　
、　
病　
院　

医　
師　
の　
考　
え　
方　
に　
は　
大　
き　
な　
隔　
た　
り　
が　
あ　
る　
。　

練
馬
総
合
病
院
の
取
り
組
み

昨
年
九
月
の
Ｎ
Ｃ
Ｄ
試
行
調
査
（
七
症
例

の
基
本
項
目
だ
け
）
の
負
担
は
大
き
く
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
本
稼
働
で
は
、
項
目
数
増

加
の
上
、
分
野
（
疾
患
）
毎
に
項
目
が
異
な

る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
や
ア
ウ
ト
カ
ム

評
価
事
業
と
項
目
名
が
同
じ
で
も
、
基
準
や

分
類
が
異
な
り
、
自
動
的
に
は
デ
ー
タ
を
採

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
患
者
が
入
院
中
に

診
療
記
録
を
参
照
し
て
デ
ー
タ
を
入
力
し
な

い
と
、
後
か
ら
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

た
め
に
は
、
デ
ー
タ
入
力
が
必
須
で
あ
る
。

取
り
組
み
の
中
で
多
く
の
疑
問
・
問
題
点

が
で
た
。
実
施
し
た
対
策
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
Ｎ
Ｃ
Ｄ
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
た

同

一
患
者
の
登
録
方
法
、
外
来
患
者
の
登
録
方

法
、
入
院
時
診
断
の
入
力
、
再
入
院
扱
い
、

再
手
術
の
扱
い
等

二
、
医
師
へ
の
確
認
と
連
携

登
録
の
分
担

範
囲
、
専
門
医
の
選
択
、
術
中
出
血
量
の
入

力
、
退
院
後
の
患
者
情
報

三
、
登
録
項
目
と
専
門
医
を
マ
ト
リ
ク
ス
に

し
、
登
録
項
目
の
使
用
頻
度
を
調
査
、
登
録

項
目
毎
の
情
報
確
認
方
法
を
規
定
、
情
報
不

足
項
目
の
情
報
収
集
手
順
を
決
定

四
、
手
術
シ
ス
テ
ム
の
病
名
選
択
項
目
を
Ｎ

Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
て
変
更

五

、

Ｎ

Ｃ

Ｄ

入

力

様

式

を

で
作
成

Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
問
題
点

Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
目
的
は
良
い
が
運
用

の
観
点
か
ら
は
拙
速
と
言
え
る
。

そ
の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

一
、
病
院
崩
壊
、
医
療
崩
壊
の
要

因
の
一
つ
に
、
病
院
勤
務
医
師
の

過
負
荷
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

医
師
事
務
作
業
補
助
者
を
診
療
報
酬
で
認
め

た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
更
に
、

医
師
に
負
荷
を
か
け
る
Ｎ
Ｃ
Ｄ
を
実
施
し
た

こ
と
。

二
、
Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
情
報
シ
ス
テ
ム
は
本
事
業
を

運
営
す
る
体
制
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。

二
月
に
な
っ
て
も
、
ユ
ー
ザ
ー
登
録
（

取
得
）
に
時
間
が
か
か
る
、
レ
ス
ポ
ン
ス
が

極
め
て
遅
い
、
登
録
中
に
ト
ッ
プ
画
面
に
戻

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
一
覧
性
が
悪
い

等
々
で
あ
る
。

三　
、　
分　
野　
毎　
・　
疾　
患　
毎　
に　
異　
な　
る　
多　
数　
項　
目　

の　
デ　
ー　
タ　
セ　
ッ　
ト　
を　
、　
研　
究　
あ　
る　
い　
は　
一　
時　

的　
な　
調　
査　
で　
は　
な　
く　
、　
日　
常　
業　
務　
で　
継　
続　
的　

に　
実　
施　
す　
る　
場　
合　
の　
過　
大　
な　
負　
荷　
を　
理　
解　
し　

て　
い　
な　
い　
。　
大　

学　
や　
大　
病　
院　
の　

医　
師　
が　
担　
当　
す　

る　
疾　
患　
は　
多　
様　

で　
は　
な　
い　
が　
、　

一　
般　
病　
院　
の　
医　

師　
は　
多　
様　
な　
疾　

患　
を　
取　
り　
扱　
っ　

て　
い　
る　
。　

情　
報　
シ　
ス　
テ　

ム　
を　
か　
な　
り　
活　

用　
し　
て　
い　
る　
二　

百　
二　
十　
四　
床　
の　

急　
性　
期　
病　
院　
の　

当　
院　
で　
す　
ら　
、　

Ｎ
Ｃ
Ｄ
に　
対　
応　

す　
る　
た　
め　
に　

は　
、　
下　
図　
の　
ご　

と　
く　
症　
例　
登　
録　

だ　
け　
で　
も　
Ｎ
Ｃ

Ｄ
専　
従　
で　
一　
名　

必　
要　
と　
な　
る　
。　

情　
報　
シ　
ス　
テ　
ム　

を　
あ　
ま　
り　
活　
用　
で　
き　
な　
い　
病　
院　
の　
負　
荷　
は　
想　

像　
で　
き　
な　
い　
。　

Ｎ
Ｃ
Ｄ
へ
の
要
望

Ｎ
Ｃ
Ｄ
へ
の
改
善
要
望
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
誤
登
録
し
た
症
例
の
対
応
方
法

Ｑ
＆

Ａ
に
「
悪
意
の
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
施
設

デ
ー
タ
の
消
去
や
意
図
的
な
デ
ー
タ
改
ざ
ん

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
上
書
き
に
よ

る
対
応
」
と
あ
る
が
、
運
用
は
煩
雑
で
あ
り
、

他
の
方
法
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

二
、
基
本
デ
ー
タ
新
規
登
録
（
通
常
版
）
の

動
作

軽
量
版
と
併
用
し
て
も
、
基
本
デ
ー

タ
新
規
登
録
（
通
常
版
）
で
の
作
業
は
必
要
。

項
目
入
力
後
、
次
項
目
へ
の
遷
移
に
五
秒
、

保
存
に
二
十
五
秒
な
ど
時
間
を
要
す
る
。
改

善
し
て
欲
し
い

三
、
同
一
患
者
の
複
数
入
院
、
同
一
入
院
内

の
複
数
手
術
は
「
新
規
入
院
を
追
加
す
る
」

「
新
規
手
術
を
追
加
す
る
」
の
ボ
タ
ン
で
登

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

入
力
の
度
に
「
登
録
デ
ー
タ
検
索
画
面
」

か
ら
、
患
者
の
入
力
履
歴
の
確
認
が
必
要
。

入
力
履
歴
が
あ
っ
た
場
合
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

出
る
よ
う
な
仕
組
み
に
変
更
し
て
欲
し
い
。

四
、
外
来
手
術
の
入
力
も
入
院
手
術
と
同
じ

扱
い

入
院
・
手
術
の
度
に
「
入
院
の
枠
」

「
手
術
の
枠
」
が
そ
れ
ぞ
れ
増
え
る
こ
と
に

な
る
が
、
外
来
手
術
も
入
院
と
同
じ
扱
い
で

入
力
す
る
形
式
な
の
で
、
例
え
ば
入
院
三
回

目
が
外
来
と
い
う
事
象
も
現
れ
る
点
に
つ
き

改
善
し
て
欲
し
い
。

五
、
専
門
医
の
変
更

専
門
医
の
変
更
を
し

な
い
ま
ま
入
力
を
す
す
め
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。
何
ら
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
確
認
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
欲
し
い
。
ま
た
、
専
門
医
変
更

後
の
反
映
に
か
か
る
時
間
も
保
存
動
作
と
同

様
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
の
で
改
善
し

て
欲
し
い
。

六
、
デ
ー
タ
保
存
後
の
戻
り
先

基
本
デ
ー

タ
新
規
登
録
（
通
常
版
）
で
入
力
完
了
、
保

存
の
後
は
「
メ
ニ
ュ
ー
へ
戻
る
」
ボ
タ
ン
を

押
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
戻
り
先
が
「
ロ

グ
イ
ン
後
の
メ
ニ
ュ
ー
画
面
」
で
あ
る
。
続

け
て
入
力
作
業
を
行
う
際
、
改
め
て
「
登
録

デ
ー
タ
検
索
画
面
」
で
検
索
実
行
し
、
入
力

す
る
こ
と
に
な
り
不
便
。
改
善
し
て
欲
し
い
。

七
、
術
式
の
登
録

①
　
検
索
方
法
の
簡
素
化
（
現
状
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
の
検
索
機
能

で
検
索
）

②
　
術
式
名
を
選
択
後
、
先
頭
行
の
登
録
ボ

タ
ン
ま
で
自
動
遷
移
し
て
欲
し
い
（
毎
回
、

か
な
り
の
ス
ク
ロ
ー
ル
が
必
要
）

八　
、　
一　
画　
面　
の　
表　
示　
量　

全　
体　
的　
に　
一　
画　
面　

の　
表　
示　
量　
が　
多　
く　
、　
上　
下　
左　
右　
の　
ス　
ク　
ロ　
ー　
ル　

が　
必　
要　
。　
特　
に　
「　
登　
録　
デ　
ー　
タ　
検　
索　
画　
面　
」　
は　

検　
索　
結　
果　
の　
見　
え　
方　
を　
改　
善　
し　
て　
欲　
し　
い　
。　

九　
、　
病　
名　
の　
登　
録　

小　
分　
類　
ま　
で　
選　
択　
し　
て　

も　
詳　
細　
な　
病　
名　
を　
補　
え　
な　
い　
（　
診　
断　
名　
補　
足　

欄　
で　
補　
う　
こ　
と　
は　
出　
来　
る　
よ　
う　
だ　
が　
）　
小　
分　

類　
ま　
で　
選　
択　
す　
る　
の　
で　
あ　
れ　
ば　
、　
最　
低　
限　
Ｉ　

Ｃ　
Ｄ　
コ　
ー　
ド　
に　
存　
在　
す　
る　
病　
名　
の　
選　
択　
は　
可　

能　
に　
し　
て　
欲　
し　
い　
。　

十
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
調
査
デ
ー
タ
と
の
デ
ー
タ
連

携

現
在
の
様
式
一
の
「
手
術
情
報
」
に
空

欄
で
「
将
来
的
に
は
外
保
連
手
術
コ
ー
ド
を

入
力
す
る
予
定
」
と
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
と
重
複
が
多
い
の
で
、
連
携

し
て
重
複
入
力
を
避
け
て
欲
し
い
。

ま
と
め

医
師
事
務
作
業
補
助
者
に
補
助
さ
せ
て

収集するデータ
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今
日
は
、
色
ん
な
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
が
参

加
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
持
論
で
す
が
、
私
は
、
リ
ー
ダ
ー
の

仕
事
の
中
で
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
大
き

く
分
け
て
五
つ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
一
番
目
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
描

く
こ
と
で
す
。
「
夢
」
を
語
る
こ
と
で
す
。

今
、
皆
さ
ん
が
か
か
え
て
い
る
様
々
な
問
題

は
、
言
わ
れ
な
く
て
も
お
お
よ
そ
検
討
が
つ

く
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
れ
で
良
い
と

し
て
「
五
年
後
、
十
年
後
、
我
々
は
何
を
目

指
し
て
い
る
の
か
、
ど
こ
に
向
お
う
と
し
て

い
る
の
か
」
そ
れ
を
語
れ
な
い
と
リ
ー
ダ
ー

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
組
織
に
は
、
色
ん
な
価

値
観
の
人
、
色
ん
な
経
験
を
持
っ
て
い
る
人
、

色
ん
な
年
齢
の
人
等
々
が
い
て
、
簡
単
な
価

値
観
で
全
部
を
束
ね
て
行
く
こ
と
は
相
当
に

無
理
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
に
必
要
な
こ
と
は
「
夢
」
で
あ
り
、

「
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
。「
夢
」
や
「
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
組
織

は
一
体
化
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
自
分
の
部
門
の
「
五
年

後
、
十
年
後
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
」
を
真

剣
に
考
え
て
、
そ
れ
を
語
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
「
そ
う
は
言
っ
て
も
、

そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
よ
」
「
そ
れ

は
、
皆
ん
な
と
話
し
合
わ
な
い
と
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
、

皆
ん
な
と
話
し
合
う
場
を
、
ぜ
ひ
作
っ
て
下

さ
い
。
そ
れ
に
は
、
皆
さ
ん
の
部
下
も
目
を

輝
か
せ
て
、
そ
の
議
論
に
参
加
す
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
言
っ
た
意
味
で
は
、
日
本
の
組

織
と
い
う
の
は
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
自
分

達
の
夢
を
語
る
場
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
組

織
が
多
過
ぎ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
若
い
人
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
」

や
「
夢
」
を
語
ら
せ
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
て

行
く
の
が
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
大
事
な
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。

二
番
目
は
、
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
夢
」
が

出
来
る
と
、
多
分
、
多
く
の
場
合
、
現
在
の

状
況
と
は
違
う
こ
と
に
気
が
つ
く
と
思
い
ま

す
。
つ
ま
り
五
年
後
、
十
年
後
の
「
夢
」
の

地
点
は
、
こ
の
辺
だ
と
す
る
と
、
現
在
の
地

点
は
、
こ
の
辺
で
、
そ
の
距
離
は
離
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。

例
え
ば
、
ど
こ
で
も
良
い
の
で
す
が
、
東

京
と
ハ
ワ
イ
、
東
京
と
パ
リ
は
離
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
東
京
か
ら
ハ
ワ
イ
や
パ
リ
に

は
、
ど
う
し
て
行
く
の
？
と
言
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
飛
行
機
で
行
く
！
船
に
乗
っ
て

行
く
！
泳
い
で
行
く
人
は
い
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
い
う
方
法
で
東
京
か
ら
ハ
ワ
イ

や
パ
リ
ま
で
た
ど
り
着
く
だ
ろ
う
か
？
そ
の

二
点
間
を
ど
う
や
っ
て
移
動
す
る
の
か
？
と

言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
は
、
こ
れ
を
経

営
学
で
は
「
戦
略
」
と
言
い
ま
す
。

つ
ま
り
戦
略
と
は
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
、

現
在
地
か
ら
目
的
地
に
行
く
時
の
行
き
方
の

問
題
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
例
え
ば
「
乗

り
物
」
で
す
。
例
え
ば
、
東
京
か
ら
横
浜
の

場
合
で
す
。
常
識
的
に
は
Ｊ
Ｒ
で
行
く
か
東

横
線
で
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

マ
イ
カ
ー
の
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
新
幹
線
で
新
横
浜

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
自
転
車
や

徒
歩
で
行
く
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
横

浜
な
ら
不
可
能
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
二
点
間
を
ど
う
い
う
「
乗
り
物
」

で
移
動
す
る
か
が
、
「
戦
略
」
な
の
で
す
。

そ
れ
を
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
よ
く

考
え
な
い
で
い
い
加
減
に
や
っ
て
い
た
の
で

は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
き
わ
め
て
戦
略
的

に
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
つ
ぎ
に
目

的
地
に
向
っ
て
戦
略
が
こ
う
だ
と
し
た
ら
、

そ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
三
番
目
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
で

進
め
る
の
か
？
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

病
院
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
昔

か
ら
日
本
の
組
織
は
、
硬
直
的
と
言
う
か
固

定
的
な
組
織
で
で
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
考
え
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
」

や
「
夢
」
の
目
的
を
考
え
た
時
に
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
組
織
で
よ
い
の
か
、
ま
た
は
新

た
な
組
織
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
多
分
、
病
院
で
は
医
師
、

看
護
師
、
検
査
技
師
、
栄
養
士
等
と
言
っ
た

職
能
者
別
に
組
織
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
組
織
と
言
う
の
は

非
常
に
恐
い
も
の
な
ん
で
す
。

組
織
は
作
っ
た
二
分
後
に
は
、
硬
直
が
始

ま
っ
て
、
組
織
間
の
壁
が
出
来
て
し
ま
い
ま

す
。
本
当
は
、
小
さ
い
会
社
や
病
院
だ
っ
た

ら
、
組
織
な
ん
て
な
い
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
誰
で
も
何
ん
で
も
言
え
る
こ
と
が
、
私

は
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
会
社
の
場
合
は
、
東
証
一
部
上
場
で

す
が
、
基
本
的
に
組
織
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普

段
は
七
十
数
名
の
人
間
が
混
然
一
体
と
な
っ

て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
な
に
か
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
五
人
、
六
人
、
七
人
と
集
ま
っ
て
、
そ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
が
出
来
上
が
っ
た

ら
解
散
し
て
、
ま
た
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
作
る
と
い
う
や
り
方
を
し
て
い
ま
す
。

と　
に　
か　
く　
、　
組　
織　
と　
い　
う　
も　
の　
は　
、　
硬　
直　
し　

て　
組　
織　
間　
に　
壁　
が　
で　
き　
て　
し　
ま　
う　
恐　
い　
も　
の　

で　
す　
か　
ら　
、　
リ　
ー　
ダ　
ー　
は　
そ　
う　
な　
ら　
な　
い　
よ　

う　
に　
す　
る　
こ　
と　
が　
大　
事　
な　
仕　
事　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　

そ
れ
か
ら
大
事
な
こ
と
は
、
組
織
が
出
来

る
と
「
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
そ
の
「
組
織

の
使
命
」
が
明
々
白
々
で
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
実
状
は
、
本
当
に
明
々
白
々
に

な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
結
構
議
論
の

余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
の
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
「
自
分
た
ち

の
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
何
か
？
」
と
い

「
五
つ
の
大
事
な
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
と
は
？
」

堀
　
紘
一
氏

（
株
）
ド
リ
ー
ム
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
代
表
取
締
役
会
長

第
六
回
東
京
都
病
院
学
会
基
調
講
演
よ
り
抜
粋

う
こ
と
を
考
え
る
場
を
作
っ
て
下
さ
い
。

私　
の　
場　
合　
だ　
っ　
た　
ら　
、　
各　
部　
門　
に　
十　
人　
ぐ　

ら　
い　
い　
る　
と　
す　
る　
な　
ら　
、　
一　
人　
五　
千　
円　
ぐ　
ら　

い　
会　
社　
か　
ら　
補　
助　
金　
を　
出　
し　
て　
、　
食　
事　
を　
し　

な　
が　
ら　
で　
も　
良　
い　
し　
、　
酒　
を　
飲　
み　
な　
が　
ら　
で　

も　
「　
自　
分　
た　
ち　
の　
組　
織　
の　
ミ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
と　
は　

何　
か　
？　
」　
と　
か　
、　
ま　
た　
は　
「　
組　
織　
を　
将　
来　
ど　

の　
よ　
う　
に　
進　
め　
た　
ら　
よ　
い　
の　
か　
？　
」　
等　
、　
議　

論　
し　
ろ　
と　
言　
い　
ま　
す　
ね　
。　
そ　
し　
て　
、　
何　
日　
か　
過　

ぎ　
た　
ら　
議　
論　
し　
た　
こ　
と　
を　
三　
桁　
で　
も　
五　
桁　
で　

も　
そ　
の　
結　
果　
を　
ま　
と　
め　
て　
持　
っ　
て　
来　
て　
く　
れ　

と　
言　
い　
ま　
す　
ね　
。　
病　
院　
で　
も　
少　
し　
補　
助　
金　
を　

つ　
け　
て　
、　
そ　
う　
言　
っ　
た　
議　
論　
を　
う　
な　
が　
す　
よ　

う　
な　
こ　
と　
を　
さ　
れ　
て　
は　
い　
か　
が　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

四
番
目
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
、
も
っ

と
も
大
事
な
こ
と
は
「
人
事
」
で
す
。
日
本

の
組
織
の
場
合
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
人
事
に
つ

い
て
あ
ま
り
権
限
が
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。

欧
米
の
組
織
と
日
本
の
組
織
で
一
番
違
う

こ
と
は
、
何
と
言
い
ま
す
か
、
欧
米
の
場
合

は
部
門
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
を
採

用
で
き
て
、
不
必
要
の
な
い
ス
タ
ッ
フ
は
首

に
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
病
院
全
体
で
採
用
し
た
り
首
に

し
た
り
す
る
よ
り
は
、
現
場
を
本
当
に
よ
く

知
っ
て
い
る
人
が
採
用
し
た
り
、
首
に
し
た

り
す
る
の
で
理
に
か
な
っ
て
い
る
面
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
欠
点
は
、
欧
米
の
会
社
や
病

院
の
職
員
は
、
大
変
な
「
ゴ
マ
す
り
」
で
す
。

上
司
に
ゴ
マ
を
す
ら
な
い
と
す
ぐ
に
首
に
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
場
合
は
、
簡
単
に
首
に
は
出
来
ま

せ
ん
。
多
少
気
に
く
わ
な
い
と
思
っ
て
い
る

上
司
が
い
て
も
や
っ
て
い
け
ま
す
。
例
え
ば
、

厚
生
労
働
省
な
ど
の
大
組
織
に
な
る
と
課
長

が
気
に
く
わ
な
く
て
も
二
年
か
三
年
も
過
ぎ

れ
ば
次
の
課
長
が
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か

も
、
医
師
が
記
録
し
な
け
れ
ば
、
入
力
は
で

き
な
い
。

専
門
医
制
度
と
連
動
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
学
、
大
病
院
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

病
院
の
外
科
医
に
義
務
と
し
て
課
せ
ら
れ
る

と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
今
以
上
の
負
荷
を
か

け
続
け
る
こ
と
は
、
病
院
勤
務
医
師
の
確
保

を
益
々
困
難
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

目　
的　
を　
再　
確　
認　
し　
、　
実　
現　
可　
能　
な　
制　
度　
に　
改　

正　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
を　
強　
く　
求　
め　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　



ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
来
た
か
を
振
り
返
っ

て
見
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
皆

さ
ん
の
病
院
の
組
織
の
原
点
が
あ
る
は
ず
で

す
。
例
え
ば
、
皆
さ
ん
の
病
院
が
百
年
の
歴

史
が
あ
る
と
し
ま
す
と
、
百
年
前
の
考
え
方

で
は
、
職
員
は
つ
い
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
し
か
し
、
百
年
前
に
考
え
た
こ
と
で
も

今
日
の
社
会
で
立
派
に
通
用
す
る
こ
と
が

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
皆
さ
ん

の
組
織
の
出
発
点
で
す
。
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

私
の
場
合
は
、
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
ハ

ー
バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
経

営
学
と
ボ
ス
ト
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
と
い
う
会
社
に
勤
務
し
た
経
験
と
本
田

技
研
イ
ズ
ム
の
三
つ
で
私
の
基
本
的
な
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
哲
学
が
出
来
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論

が
あ
っ
て
今
日
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
。

組
織
は
、
常
に
進
化
し
て
行
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
医
学
に
通
じ
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
体
の
細
胞
と
い
う

の
は
、
常
に
古
い
細
胞
が
死
ん
で
、
新
し
い

細
胞
が
生
ま
れ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
私
た

ち
の
生
命
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
四
つ
で
自
分
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
も
う
六
十
五
歳
で

す
か
ら
、
今
後
あ
ま
り
大
き
な
変
化
は
起
き

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
時
間
が

か
か
り
過
ぎ
た
と
思
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り

何
か
一
つ
の
物
を
作
ろ
う
と
す
る
と
三
十
年

ぐ
ら
い
の
時
間
は
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
年
や
二
年
で
は
無
理
で
す
。
一
年
や
二
年

で
出
来
る
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
で
す
。

一
年
や
二
年
で
出
来
な
い
か
ら
と
言
っ
て

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
が
っ
か
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
も
の
に
は
、
時
間
が
か
か
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
本
物
を
作
ろ
う
と
思
え
ば
思
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会
務
日
誌　
・　
委
員
会
報
告

一　
・　
二　
月

ら
、
二
、
三
年
間
は
あ
ま
り
仕
事
を
し
な
い

で
、
特
に
喧
嘩
も
し
な
い
で
い
れ
ば
や
っ
て

い
け
ま
す
。
そ
こ
で
気
に
入
っ
た
課
長
が
来

れ
ば
目
一
杯
い
い
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
で
や
っ
て
い
け
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
欧
米
の
場
合
は
、
上
司
が
雇
っ

て
駄
目
だ
っ
た
ら
、
す
ぐ
首
に
さ
れ
る
訳
で

す
か
ら
、
と
に
か
く
ゴ
マ
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
欧
米
の
場
合
は
、
横
移

動
が
簡
単
で
す
。
つ
ま
り
転
職
が
非
常
に
や

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
病
院
も
専
門
職

が
多
く
他
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
較
べ
る
と
腕

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
転
職
し
や
す
い
環
境
に

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
欧
米
の
場
合
ほ
ど
簡

単
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。

い　
ず　
れ　
に　
し　
て　
も　
、　
人　
事　
と　
い　
う　
の　
は　
大　

変　
大　
事　
で　
す　
。　
人　
間　
は　
、　
や　
る　
気　
に　
な　
る　
と　
相　

当　
無　
限　
大　
に　
力　
を　
出　
し　
ま　
す　
。　
や　
る　
気　
が　
な　

い　
と　
ど　
ん　
な　
優　
秀　
な　
人　
で　
も　
な　
ん　
の　
役　
に　
も　

立　
ち　
ま　
せ　
ん　
。　
で　
す　
か　
ら　
、　
リ　
ー　
ダ　
ー　
は　
、　
い　

か　
に　
自　
分　
の　
ス　
タ　
ッ　
フ　
を　
や　
る　
気　
に　
さ　
せ　
る　

か　
と　
い　
う　
こ　
と　
が　
大　
事　
な　
仕　
事　
に　
な　
り　
ま　
す　
。

こ　
こ　
で　
ひ　
と　
つ　
、　
そ　
の　
コ　
ツ　
を　
教　
え　
ま　
し　

ょ　
う　
！　
非　
常　
に　
ま　
じ　
め　
な　
リ　
ー　
ダ　
ー　
で　
こ　
ん　

な　
人　
が　
い　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
？　
ス　

タ　
ッ　
フ　
全　
員　
を　
集　
め　
て　
「　
病　
院　
が　
な　
に　
を　
目　

指　
し　
て　
い　
る　
の　
か　
？　
」　「　
そ　
の　
た　
め　
に　
ど　
う　
し　

て　
ほ　
し　
い　
の　
か　
？　
」　
そ　
の　
為　
に　
「　
貴　
方　
は　
ど　

う　
す　
べ　
き　
か　
？　
」　「　
部　
門　
は　
ど　
う　
す　
べ　
き　
か　
？　
」　

等　
々　
と　
こ　
ん　
こ　
ん　
と　
説　
明　
す　
る　
リ　
ー　
ダ　
ー　
が　

い　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
非　
常　
に　
ま　
じ　
め　
で　
悪　
い　

こ　
と　
を　
や　
っ　
て　
い　
る　
と　
は　
思　
い　
ま　
せ　
ん　
。　

し
か
し
僕
は
、
こ
う
し
た
こ
と
は
あ
ま
り

効
果
的
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
は
、

病
院
が
何
を
求
め
て
い
る
か
と
言
っ
て
み
て

も
自
分
と
な
ん
の
関
係
が
あ
る
の
か
疑
心
暗

鬼
で
す
。
口
で
は
は
っ
き
り
言
わ
な
い
に
し

て
も
腹
の
中
で
は
そ
う
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

本
当
に
リ
ー
ダ
ー
を
や
ろ
う
と
思
っ
た

ら
、
リ
ー
ダ
ー
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が

何
を
し
た
い
の
か
？
」
「
あ
の
職
員
は
ど
ん

な
性
格
で
、
ど
ん
な
家
庭
環
境
で
、
ど
ん
な

人
生
設
計
を
考
え
て
、
こ
の
病
院
に
何
を
求

め
て
い
る
の
か
」
を
よ
く
考
え
て
、
職
員
一

人
一
人
の
人
生
目
的
と
病
院
の
目
的
と
い
う

も
の
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で

す
。
こ
れ
が
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
職
員
を

徹
底
的
に
理
解
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

十
人
十
色
と
い
う
言
葉
が
あ
る
通
り
、
職
員

は
一
人
一
人
全
部
違
い
ま
す
。
特
に
最
近
の

若
い
人
は
、
ど
う
表
現
し
た
ら
い
い
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
一
見
お
と
な
し
い
と
言
っ

た
印
象
で
す
。

上
司
と
面
と
向
っ
て
喧
嘩
し
た
っ
て
、
得

に
な
る
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
て
、
悪
く
言

え
ば
大
人
だ
と
言
え
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
情

熱
が
な
い
の
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
若
い
人
で
も
や
り
た
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
自
分
の
価
値
観
、
人
生

目
的
が
あ
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
そ
れ
を

ど
う
や
っ
て
引
き
出
す
か
、
ま
た
教
え
て
も

ら
え
る
か
で
す
。
一
流
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ

る
か
、
三
流
の
リ
ー
ダ
ー
で
終
る
か
の
境
目

で
す
。

そ
れ
か
ら
、
第
五
番
目
で
す
が
「
カ
ル
チ

ャ
ー
・
文
化
」
で
す
ね
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ

個
性
が
あ
る
よ
う
に
企
業
に
も
病
院
に
も
個

性
が
あ
り
ま
す
。
個
性
は
大
事
で
す
。

独
自
の
個
性
を
ど
の
よ
う
に
出
し
て
行
く

の
か
、
そ
れ
を
ど
う
育
ん
で
行
く
の
か
リ
ー

ダ
ー
に
と
っ
て
大
事
で
す
。

特
に
長
い
歴
史
の
あ
る
企
業
や
病
院
は
、

も
う
一
度
原
点
に
戻
っ
て
創
業
者
が
病
院
を

ど
の
よ
う
な
考
え
で
設
立
し
て
、
こ
れ
ま
で

う
ほ
ど
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

今
日
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
方
は
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
臨
床
医
学
と
い
う
も
の
を
お
作

り
に
な
る
方
だ
と
思
い
ま
す
。
日
曜
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
医
療
関
係

者
が
お
い
で
だ
と
い
う
こ
と
は
日
本
人
の
一

人
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
し
、
ぜ
ひ
が
ん

ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
今
日
の
私
の
実
感
で
す
。

二
月
三
日

第
七
回
診
療
情
報
管
理
委
員
会

・
診
療
情
報
管
理
勉
強
会
に
つ
い
て

・
監
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

二
月
八
日

第
九
回
総
務
・
経
理
委
員
会

・
二
月
度
理
事
会
議
題
に
つ
い
て

二
月
二
十
二
日

第
九
回
医
療
安
全
推
進
委
員
会

・
平
成
二
十
三
年
度
委
員
会
計
画
に
つ
い
て

二
月
二
十
三
日

第
八
回
環
境
問
題
検
討
委
員
会

・
病
院
廃
棄
物
適
正
処
理
の
手
引
き
の

改
訂
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
三
年
度
事
業
予
定
に
つ
い
て

二
月
二
十
四
日

第
八
回
事
務
管
理
部
会

・
平
成
二
十
三
年
度
事
業
予
定
に
つ
い
て

二
月
二
十
四
日

第
十
回
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

・
広
報
紙
一
六
六
号
反
省
お
よ
び

一
六
七
号
企
画
に
つ
い
て

二
月
二
十
八
日

第
八
回
慢
性
期
医
療
委
員
会

・
慢
性
期
入
院
医
療
に
つ
い
て

・
療
養
病
床
の
転
換
に
つ
い
て

二
〇
一
一
年
一
月
十
一
日

第
八
回
総
務
・
経
理
委
員
会

・
一
月
度
理
事
会
議
題
に
つ
い
て

一
月
十
四
日

第
七
回
事
務
管
理
部
会

・
来
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

一
月
二
十
日

第
七
回
環
境
問
題
検
討
委
員
会

・
「
病
院
廃
棄
物
適
正
処
理
の
手
引
き
」
の

改
訂
に
つ
い
て

・
来
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

一
月
二
十
二
日

第
二
回
教
育
倫
理
委
員
会

・
第
六
回
東
京
都
病
院
学
会
に
つ
い
て

一
月
二
十
四
日

第
八
回
急
性
期
医
療
委
員
会

・
都
病
協
学
会
発
表
に
つ
い
て

・
東
京
ル
ー
ル
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

一
月
二
十
六
日

第
八
回
医
療
安
全
推
進
委
員
会

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

保
健
医
療
体
制
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

一
月
二
十
八
日

第
九
回
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

・
広
報
紙
一
六
五
号
反
省
お
よ
び

一
六
六
号
企
画
に
つ
い
て

二
月
二
十
五
日
発
行
の
会
報
第
一
六
六

号
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
第
七
回
東
京
都
病
院
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
氏
名
誤
り

（
誤
）　
松
田
厚
惠
美
氏

（
正
）　
松
田
厚
惠
氏

◇
特
集
記
事
「
二
〇
一
〇
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
影
響
に
つ
い
て
」
の
記
事
中
、
永

生
会
の
事
業
所
数
に
関
す
る
部
分
、

（
誤
）「
病
院
七
」

（
正
）「
病
院
二
」


